
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みつろうラップ」で人も地球も Happyに！ 

「みつろうラップ」から始める

“脱プラ”と“脱使い捨て”… 

毎日の生活に小さな変化を加え

ることが、地球を救 

う大きな力になる予 

感がしてブラボー！ 

花笑み.Link (ﾊﾅｴﾐ・ﾘﾝｸ) 
（東近江市） 

取組内容 

洗って繰り返し使える食品用ラップ 

 

花笑み.Link（ハナエミ・リンク） 
 

※只今、店舗は準備中（Coming soon！）  

HP : https://hanaemi.link/  

（ワークショップ情報もこちらから） 

事業内容： みつろうラップの販売とワークショップ、ヴィーガンおうちごはん

教室、50年森マルシェ主催、余り布でつくる小物の販売等 
 

４０歳でこどもを授かり、食の安全以外でもケミカルなものを無くしたいと

「みつろうラップ」に出会い、環境問題を知りました。ワークショップでは、みつ

ろうラップの作り方・使い方はもちろんのこと、プラスチックによる体や環境

への影響についてもお話ししています。 

     

◆手のぬくもりで「みつろうラップ」を包むことで、 

好きな形に自由自在。使用後は水かぬるま湯で

やさしく洗って、自然乾燥することで何度でも

繰り返しの使用が可能です。 
 

◆蜜蝋の持つ天然の保湿・抗菌作用で食材も長持

ち！野菜や果物はもちろん、ほかにもサンドイッ

チやおにぎりを包んだり、器にフタをしたり、使

い方もアイデア次第！適切なリペアをすること

で 1年以上使用できます。 
 

◆最終的には、土の中で自然分解させることで土

に還してあげることもできるので、地球環境に

もやさしいサステナブルなアイテムとも言えま

す。 

プラスチックごみ削減の取組紹介 vol.２３ 

滋賀県のプラスチックごみ削減の取組等に関するお問合せ 
滋賀県琵琶湖環境部循環社会推進課 TEL:077-528-3477 FAX：077-528-4845 

 切れ端も無駄にしない  
 

正方形のみつろうラップを

作る際にどうしても出てしま

うハギレ。そのハギレを使っ

てブローチやヘアアクセサリ

ーなどを制作しています。 

捨てるような物でも「もっ

たいない」精神で、アイデア次

第で素敵にアップサイクル！ 

綿や麻の生地に蜜蝋※などを染み込ませて作る「みつろうラップ」は、 

洗って繰り返し使える食品用ラップです。プラスチック素材の使い捨てラップか

ら置き換えて使用することで、日々の生活からプラスチックごみを削減すること

ができます。花笑み.Link は、ごみを減らして大切な地球を守るために、滋賀県

産のオーガニック蜜蝋などを染み込ませた体にも食材にも優しい「みつろうラッ

プ」の販売とワークショップを行っています。 

 

 

代表 南方 智美さん 

 

※蜜蝋：働き蜂が自分たちの巣を作るため 
の蝋（ロウ）で、蜂の体から分泌される。 

 

HPはこちらから 


